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静岡県では、精神障害にも対応した構築支援事業を取り組むにあたり・・・
医療と福祉、行政が連携した精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に
取り組んでいます。
また、この地域包括ケアシステムの構築を推進する人材育成のため、「官民協働」

「多職種連携」の研修会を実施しています。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
「自治体状況共有」シート

退院が当たり前にできる地域を
目指して

静岡県
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１ 県又は政令市・特別区の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

静岡県

取組内容

【人材育成の取り組み】
県自立支援協議会地域移行部会に研修ワーキング、
ピアワーキングを設置し、官民協働・多職種連携で
研修会を実施

【精神障害者の地域移行の取り組み】
・県、政令市、職能団体等が連携し、県全体として地

域移行の課題を共有し、課題解決のため事業の実施
に取り組む。

・各圏域で地域移行のロードマップを作成し、圏域の
特長を活かした事業に取り組む。

静岡県

障害保健福祉圏域数（２年４月時点） 8 か所

市町村数（R２年４月時点） 35 市町村

人口（R２年４月時点） 3,624,878 人

精神科病院の数（R２年４月時点） 32 病院

精神科病床数（R２年3月時点） 6,480 床

入院精神障害者数 合計 5,404 人

（Ｒ元年6月時点）
３か月未満（％：構成割合）

1,269 人

23.5 ％

３か月以上１年未満 877 人

（％：構成割合） 16.2 ％

１年以上（％：構成割合）
3,258 人

60.3 ％

うち６５歳未満 1,443 人

うち６５歳以上 1,815 人

退院率（H30年３月時点）

入院後３か月時点 65.4 ％

入院後６か月時点 84.6 ％

入院後１年時点 91.9 ％

相談支援事業所数 基幹相談支援センター数 9 か所

（R２年４月時点） 一般相談支援事業所数 124 か所

特定相談支援事業所数 223 か所

保健所数（R２年４月時点） 9 か所

（自立支援）協議会の開催頻度
（R1年度）

（自立支援）協議会の開催頻度 2 回／年

精神領域に関する議論
を行う部会の有無

有・無

精神障害にも対応した地域包括
ケアシステムの構築に向けた保
健・医療・福祉関係者による協
議の場の設置状況（R２年４月
時点）

都道府県 有・無 1 か所

障害保健福祉圏域 有・無 8 ／ 8 か所／障害圏域数

市町村 有・無 22 ／ 35 か所／市町村数
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○精神科病院の職員に対する研修実施
＊行政機関、地域の事業所等が協働し、
精神科病院の職員に向けた研修を実施する。

・院内研修の開催

○退院に向けたプログラム
・先進病院の体験部屋の見学ツアーや退院後の施設見学ツ
アーの開催 等

精神科病院からの退院に向けた支援

地域生活の支援
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○精神障害者の地域移行関係職員に対する研修
・地域移行を促進するための中核人
材育成と障害と高齢分野の連携を目的にした研修を
実施

○退院後の住居問題に関する連絡会
・宅建協会やＧＨとの連絡会

○ピアサポートの活用
・精神科病院内で患者及び職員に対し、ピアサポーターに
地域移行や地域生活について座談会を実施
・当事者同士の交流会の実施

保健・医療・福祉関係者による協議の場

静岡県

2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

各圏域での取組

○精神障害者の支援技法と障害特性を学ぶ研修
・障害分野と介護分野に従事する関係職員を対象に研修を実施。

○精神障害者地域移行定着推進研修
・「ピアサポート」をテーマに、地域移行関係職員を対象とした
研修を実施。

○県統一カリキュラムによるピアサポーター養成研修
・これまで各圏域でそれぞれ実施してきたピアサポーター養成研
修を統一したカリキュラムを作成し、研修を実施。

県での取組



4

静岡県

３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

平成25年度 行政、医療機関、相談支援事業所等を対象に地域移行支援研修会開催
（実施主体：県（精神保健福祉センター）

課題：いかに各圏域での体制整備につなげるか
研修で自覚した「やる気」「使命感」の継続

県、政令市、職能団体が連携し、研修内容を企画、検討
医療、福祉、行政の連携体制の整備

平成26年度 官民協働により地域移行定着推進研修会開催
～ ・「精神障害者地域移行定着推進研修会」

令和元年度 （実施主体：県、政令市、職能団体）
●地域移行定着を推進する人材育成
●圏域ロードマップ作成
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静岡県

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜令和元年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（R1年度当初）

実績値
（R１年度末）

具体的な成果・効果

①研修参加者数（地域移行定着推進研修） 140名 125名 ピアサポートを研修テーマとし、その必要性
を理解するという研修目的は達したが、会
場の都合により人数を減らしたため、目標
値には届かなかった。

②研修参加者数（障害特性と支援技法研修） 200名 97名 前年度に引き続き実施し、障害分野及び介
護分野から参加があり、精神障害の障害特
性を広く学べる研修となったが、申し込みが
少なく目標値には達しなかった。

③ピア養成研修カリキュラムの作成 ・40名（基礎編）
・20名（実践編）

・58名（基礎編）
・24名（実践編）

統一したカリキュラムを完成し、研修の実施
できた。参加者からは、継続した実施の声
が多く、目標は達せられた。
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５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
１．静岡県においては、平成27年度から地域移行に係る長期入院精神障害者地域移行総合的推進体制検証事業、平成29年から精神障害にも対

応した地域包括ケアシステムの構築推進事業を実施してきた。
２．１の事業で蓄積したノウハウを他圏域に提供し、事業を推進させていく。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

ピアサポーターの活動に係る
環境整備が不十分

県自立支援協議会地域移行部会のピア
ワーキングにおいて、ピアサポーター養成
研修の全県統一した開催要領の作成、全
県を対象としたピア交流会の実施、ピア活
動の場等の検討を行う。

行政 体制整備

医療 ピアに係る理解及び助言

福祉 ピアに係る理解及び助言

その他関係機関・住民等 ピアに係る理解及び助言

圏域ごとに地域資源がまった
く異なるため、圏域ごとの連携
をどうしていくか

各圏域の課題に対して、必要な事業を再検
討し、確実に実行できる仕組みを検討する。

行政 予算配分を含めた体制整備

医療 事業実施に係る協力

福祉 事業実施に係る協力

その他関係機関・住民等 精神疾患に係る理解及び助言

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和２年度末）

見込んでいる成果・効果

①ピア養成研修会の実施 ― ２回開催
圏域が実施しているピア養成研修について、県
で統一した要領・カリキュラムで実施ができる。

②ピア交流会の実施 ― １回開催
ピアサポーターの活動について全県で共有で
きる、全県でピアのつながりができる。

③協議の場コアメンバーによる戦略会議 ― 会議の開催 必要な事業への集中と選択ができる

静岡県
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６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

Ｒ２年６月

Ｒ２年７月

Ｒ２年９月

Ｒ２年10月

Ｒ２年12月

Ｒ３年１月頃

Ｒ３年２月

Ｒ３年２月頃

運営会議

第１回ワーキング

第２回ワーキング

・静岡県ピア交流会
・第１回県地域移行部会

・第３回ワーキング
・ピアサポーター養成研修

（２圏域）

障害特性と支援技法研修

地域移行定着推進研修

・第２回県地域移行部会
・第４回ワーキング

令和２年度における実施内容の協議、研修テーマの検討

研修テーマの協議、研修実施圏域の検討

研修に向けた準備状況の共有、ピア交流会に向けた調整

・全県のピアの方を対象としたピア交流会を実施
・令和２年度事業の報告、協議

・各種研修に向けた協議、調整
・圏域にて全県統一した開催要領、カリキュラムに基づき、ピ

アサポーター養成研修を実施

障害特性と支援技法研修の実施

地域移行定着推進研修の実施

・令和２年度事業の実施報告
・令和２年度の振り返り、次年度に向けた検討

静岡県
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